
                                      令和２年度 第１学年 数学科  年間指導計画・評価基準 
 
 【学年の目標】 
 
(1) 数を正の数と負の数まで拡張し，数の概念についての理解を深める。また，文字を用いることの意義および方程式の意味を理解するとともに，数量などの関係や法則を一般的にかつ簡潔

に表現し，処理できるようにする。 
(2)  平面図形や空間図形についての観察，操作や実験を通して，図形に対する直観的な見方や考え方を深めるとともに，論理的に考察する基礎を培う。 
(3) 具体的な事象を調べることを通して，比例，反比例の見方や考え方を深めるとともに，数量の関係を表現し考察する基礎を培う。 
 

1章 正の数、負の数（２３時間） 
 

目標 
① 正の数，負の数のよさや必要性を実感し，それを活用して考えたり判断したりしようとする。 
② 正の数，負の数で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる 
③ 正の数，負の数の四則計算を正確かつ能率的にすることができる。 
④ 正の数，負の数の必要性と意味およびその四則計算の意味を理解することができる。 
 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
関連・系統 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

 

 

４ 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１節．正の数・負の数 
    （５時間） 
            
①符号のついた数 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 ２ 

 

 

 

 

・符号のついた数の意

味を学ぼう 

・反対の性質や反対の方
向をもつ数量を 符号の
ついた数を使って表そ
う 
・数直線を用いて正の
数，負の数を表そう 
・数直線を用いて正の
数，負の数を表そう 

 

 

 身のまわりで負の数が使われ

ている場面に関心をもち，それ

を探したり，その意味を考えた

りしようとしていた。 

 
 負の数を数直線上に表す方法
に関心をもち，それを既習の知
識を使って考えようとしてい
た。 
 
 様々な場面で用いられている
負の数の必要性と意味を考える
とともに，身のまわりの様々な
事象を負の数を使って積極的に
表そうとしていた。 

身のまわりで使われている正の

数，負の数の意味を考えること

ができた。 

○既習の数直線をもとに，負の
数を 数直線上に表す方法を考
えることができた 
 
 ◎反対の性質や反対の方向を
もつ数量は，符号のついた数を
使うと統一して表すことができ
ることのよさを考え，それを説
明することができた。 

 

反対の性質や反対の方向をも

つ数量を，符号のついた数を使

って表すことができた。 

○正の数，負の数を数直線上に
表すことができた。 
 
◎反対の性質や反対の方向を
もつ数量を，符号のついた数を
使って表したり，正の数，負の
数を数直線上に表したりする
ことが正確にできた。 

 

 

 反対の性質や反対の方向をも

つ数量は，符号のついた数を使

って表すことができることを

理解していた。 

○符号や自然数，整数の意味を
理解していた。 
 
 
◎正の数，負の数で表現された
数が意味しているものを理解
していた。 

 

 

○小５年 

・分数と小数、整数の

関係 

※これまでは正の数

のみを学習してき

たが、数の範囲を負

の数まで広げる。 

○中３年 

・平方根 

 

  

 ②数の大小 

 

 

 ２ 

 

 

・不等号を使って数の
大小関係を表そう 
・絶対値と数の大小と
の関係を見つけよう 

 

○数の大小関係に関心をもち，
判断する方法を既習の知識を使
って考えようとしていた。 
◎数の大小関係を，数直線や絶
対値の意味から考えようとして
いた。 

○数の大小関係の判断を，数直
線を用いて考えることができ
た。◎数の大小関係を，符号と
絶対値に着目して判断する方法
を考え，それを説明することが
できた。 

 

○数の大小関係を適切に判断
し，不等号を使って表すことが
できた。 
◎数の大小関係を適切に判断
し，不等号を使って正確に表す
ことができた。 

 

○不等号や絶対値の意味を理
解していた。 
○数の大小関係を判断する方
法を理解していた。 
◎数の大小関係を，符号と絶対
値に着目して判断する方法を
理解していた。 

○小４年 

・以上、以下、未満 

※小学校で学習した

不等号を使い、負の

数も含めた大小を

比較する。 

○中３年 

・平方根 

 基本の確かめ  １ 
      

 ２節．加法と減法 
           （８時間） 
 
 ① 加法 

 

 ２ 

 

・正の数，負の数の加
法の意味を学ぼう 
・同符号の２数，異符
号の２数の加法を学ぼ
う 
・加法の交換法則と結
合法則を学ぼう 

○加法に関心をもち，その意味
を考えようとしていた。 
◎同符号どうし，異符号どうし
の加法について，式や数の特徴
を把握し，工夫して計算しよう
としていた。 

○加法の意味を，既習の内容や
移動の合成を根拠にして考える
ことができた。 
○符号と絶対値に着目して，２
数の和を求める方法を考えるこ
とができた。 
◎同符号どうしの計算のしかた

○加法の計算をすることがで
きた。 
○２数の和を，符号と絶対値に
着目して求めることができた。 
◎加法の交換法則や結合法則
を適切に使って，いくつかの数
の和を求めることができた。 

○加法の意味を理解していた。 
○加法の計算のしかたを理解
していた。 
○数を拡張しても，加法の交換
法則や結合法則が成り立つこ
とを理解していた。 
計算のしかたと，計算法則の関

○小１～４年 

・整数どうしの加法 

・同分母分数の加法 

○小５年 

・異分母分数の加法 

※通分が課題 

○中３年 



 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

から異符号どうしの計算のしか
たを類推するなど，式や数の特
徴を把握し，工夫して計算のし
かたを考えたり，その過程を説
明したりすることができた。 

 

 

連を十分に理解していた。 

 

 

・平方根の計算 

 

 ② 減法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

・正の数，負の数の減
法の意味を学ぼう 
・加法に直した減法の
計算を学ぼう 

 

 

 

○減法に関心をもち，その計算
のしかたを身につけようとして
いた。 
 
◎減法の意味を，移動をもとに
した加法の意味と関連させて考
えようとしていた。 

 

 

 

○減法は加法に直せることを，
数直線を使って考えることがで
きた。 
○負の数を導入することで，ど
のような場合でも減法が可能に
なることを考えることができ
た。 
○加法と減法を統一的にみるこ
とができた。 
 
 ◎減法の意味とその計算のし
かたについて，小学校で学習し
た減法の意味と比較したり，加
法と減法を統一的にみたりし
て，計算を合理的に考え，それ
を説明することができた。 

○減法の計算をすることがで
きた。 
○減法を加法に直して計算す
ることができた。 
 
 ◎減法を加法に直して計算す
ることが正確にできた。 

 

 

 

 

○減法の意味を理解していた。 
○減法の計算のしかたを理解
していた。 
○加法と減法を統一的にみる
ことができることを理解して
いた。 
◎減法の意味と，小学校で学習
した減法の意味との関連を理
解していた。 

 

 

 

○小１～４年 

・整数どうしの減法 

・同分母分数の減法 

○小５年 

・異分母分数の減法 

 

○中３年 

・平方根の計算 

 

 

 

 ③ 加 法 と 減 法 の    
混じった計算 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

・項の意味を学ぼう 
・加法と減法の混じっ
た式の計算を学ぼう 
・項を並べた式の計算
をしよう 

 

 

○加法と減法を統一的にみるこ
とのよさに関心をもち，項を並
べた式で表して計算しようとし
ていた。 
 
◎記号と符号に同じものを使用
することのよさに気づき，その
理由を考えようとしたり，計算
のしかたを工夫しようとしたり
していた。 

 

○式を，項を並べた式とみるこ
とができた。 
○項を並べた式を，既習の知識
と関連づけて考えることができ
た。 
 
◎項を並べた式を，既習の式や
正の数，負の数の加減と関連づ
けて考えることができたり，計
算法則を用いて計算のしかたを
工夫して考えたりすることがで
きた。 

○加減の混じった式を，加法の
式に直して計算することがで
きた。 
○加減の混じった式を，項を並
べた式で表して計算すること
ができた。 
 
◎項に小数や分数を含む加法
や減法の計算を正確にするこ
とができた。 

 

○項を並べた式の意味を理解
していた。 
○数を拡張することによって，
加法と減法を統一的にみられ
ることを理解していた。 
 
◎項を並べた式の意味を，加減
の混じった式を加法だけの式
に直した式と関連づけて理解
していた。 

 

○小１～４年 

・整数どうしの加減 

・同分母分数の加減 

・交換、結合法則 

○小５年 

・異分母分数の加減 

 

○中３年 

・平方根の計算 

 基本のたしかめ  １ 
      

 チャレンジコーナー 
 魔方陣 

 

 

 １ 

 

 

・魔方陣づくりをしよ
う 

 

 ○魔方陣に関心をもち，進んで
魔方陣を完成しようとしてい
た。 
 
◎自らいろいろな魔方陣をつく
ろうとしていた。 

○手際よく計算する方法を考え
ていた。 
 
◎手際よく魔方陣を完成する方
法を考えていた。 

 

○加法の計算をして，魔方陣を
完成することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

  

６ 

 ３ 節 ． 乗 法 と 除 法   
  （７時間） 

 
 正の数，負の数の乗法

の意味を学ぼう 

○乗法に関心をもち，移動をも

とにその意味を考えようとして

○乗法の意味を，位置や時間に

ともなった移動を根拠にして考

○２数の積を，符号と絶対値に

着目して求めることができた。 

○乗法の意味を理解していた。

○乗法の計算のしかたを理解

○小１～４年 

・整数どうしの乗法 



 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 乗 法       
      

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

・同符号の２数，異符
号の２数の乗法を学ぼ
う 
・乗法の交換法則と結
合法則を学ぼう 
・累乗，指数の意味を
知り計算をしよう 

 

いた。 

 
◎いくつかの数の乗法で，式や
数の特徴を把握し，工夫して計
算しようとしていた。 

 

 

えることができた。 

○符号と絶対値に着目して，２
数の積を求める方法を考えるこ
とができた。 
◎式や数の特徴を把握し，計算
のしかたを工夫して考え，それ
を説明することができた。 

○累乗の指数を含む乗法の計
算をすることができた。 
 
◎乗法の交換法則や結合法則
を適切に使って，いくつかの数
の積を求めることができた。 

 

していた。 

○数を拡張しても，乗法の交換
法則や結合法則が成り立つこ
とを理解していた。 
◎いくつかの数の積を工夫し
て求める計算のしかたと，計算
法則の関連を理解していた。 

・交換、結合法則 

○小５年 

・整数、小数の記数法 

・小数の乗法 

○小６年 

・分数の乗法 

○中３年 

・平方根の計算 

 ②除法 

 

 

 ２ 

 

・正の数，負の数の除
法の意味を知ろう 
・乗法に直した除法の
計算を学ぼう 
・乗法と除法の混じっ
た式の計算を学ぼう 

 

○除法に関心をもち，計算のし
かたを身につけようとしてい
た。 
 
◎乗法と除法の混じった式につ
いて，式の特徴を把握し，工夫
して計算しようとしていた。 

 

 

○既習の乗法と除法の関係か
ら，除法の計算のしかたを考え
ることができた。 
◎乗法と除法の混じった式を，
負の符号の数に着目したり，除
法を乗法にして計算法則を使っ
たりするなど，式の特徴を把握
し，計算のしかたを工夫して考
えることができた。 

○正の数，負の数の除法の計算
のしかたを説明することがで
きた。 
○除法を乗法に直して計算す
ることができた。 
◎乗法の交換法則や結合法則
を適切に使って，乗法と除法の
混じった式の計算をすること
ができた。 

○除法の意味を理解していた。 
○除法の計算のしかたを理解
していた。 
 
◎乗法と除法の関係を，加法と
減法の関係と関連づけて理解
していた 

 

 

○小１～４年 

・整数どうしの除法 

・交換、結合法則 

○小５年 

・整数、小数の記数法 

・小数の除法 

○小６年 

・分数の除法 

○中３年 

・平方根の計算 

③四則の混じった計算 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ２ 
 
 
 
 
 
 
 

 

・四則の意味を知ろう 
・四則の混じった式の 
計算を学ぼう 
・分配法則の意味 
 

 

 

 

 

○四則の混じった式の計算に関
心をもち，計算のしかたを身に
つけようとしていた。 
◎計算の順序に注意を払い，正
確かつ能率的に計算をしようと
していた。 
 

 

 

○分配法則を使って，加法と乗
法の混じった式の計算のしかた
を考えることができた。 
○数の集合と四則計算の可能性
についてとらえ直すことができ
た。 
◎式や数の特徴を把握しなが
ら，計算のしかたを工夫して考
え，それを説明することができ
た。 

○四則の混じった式の計算を
することができた。 
 
◎四則の混じった式や累乗を
含んだ式の計算をすることが
できた。 

 

 

 

○四則の混じった式の計算手
順と方法を理解していた。 
○数を拡張しても，加法と乗法
の交換法則や結合法則が成り
立つことを理解していた。 
 
◎正の数，負の数の四則計算
を，既習の計算の発展として理
解していた。 

○小１～４年 

・整数どうしの加減乗

除 

・同分母分数の加減 

・交換、結合、分配法

則 

・四則の相互関係 

○小５年 

・整数、小数の記数法 

・小数の乗除 

・異分母分数の加減 

○小６年 

・分数の乗除 

○中３年 

・平方根の計算 

 基本の確かめ  １ 
      

 ４ 節 ． 正 の 数 負 の 数  
    の活用 
① 正 の 数 、 負 の 数 の  
 活用  （１時間） 
 

 

 

 

 １ 

 

 

 

・正の数，負の数を活
用した課題の解決をし
よう 

 

 

○正の数，負の数を使って考え
ていくよさに関心をもち，変化
や状況を表したり処理したりし
ようとしていた。 
◎正の数，負の数を使って変化
や状況を簡潔に表すことで，身
のまわりのいろいろな問題を解
決しようとしていた。 

○正の数，負の数で表された数
値からその変化や状況を読みと
ることができた。 
 
◎正の数，負の数を使って変化
や状況を読みとり，個数の平均
の求め方などを説明することが
できた。 

仮平均などの事象を，負の数を
使って表すことができた。 
 
 
◎正の数，負の数を使って，身
のまわりのいろいろな事象を
表したり処理したりすること
ができた。 

○ある値を基準にとることで，
正の数，負の数を活用すること
ができることを理解していた。 
 
◎正の数，負の数を使って表し
たり処理したりすることのよ
さを理解していた。 

 

○中３年 

・平方根の活用 

 

 

 

  
 ５節．素因数分解  

①素因数分解（１時間） 

 

 

 

 

 

 １ 

 

 

 

 

 

・素数，素因数 

・素因数分解 

 

 

 

 

 

○自然数を素数の積の形に表すこ

とに関心をもち，素数を見つけた

り，素因数分解したりしようとし

ていた。 

 

 

 

○素因数分解するとき，分解の順

序を変えても結果は同じ素数の積

になることを調べることができ

た。 

 

◎素因数分解を式の因数分解と関

連づけて考えることができた。 

○30 までの素数を求めることが

できた。 

○自然数を素因数分解すること

ができた。 

◎素因数分解を正確かつ能率的

に行うことができた。 

 

○素数，因数，素因数分解の意味

を理解していた。 

○素因数分解するときの手順を

理解していた。 

○素因数分解するときの分解の

順序を変えても結果は同じ素数

の積になることを理解していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学習のまとめ  １ 

      



 章のまとめ 

 

 

２章 文字と式（21 時間）  
 
◇目標  (1) 文字を使った式のよさや必要性を実感し，それを活用して考えたり判断したりしようとする。 
     (2) 文字を使った式で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したりその過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 
     (3) 文字を使った式を正確に計算したり，数量の関係や法則などを文字を使った式で表したりすることができる。 
     (4) 文字を使うことの必要性と意味を理解することができる。 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

７  

 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１節．文字の使用 

          （８時間） 
 
 ① 文字を使った式 

 

 

 

 １ 

 

 

 

・文字を使った式の意

味 

・１種類の文字を使っ
て数量を表わそう 
・２種類の文字を使っ
て数量を表わそう 

 

○文字を使って表すことに関心

をもち，いろいろな数量を，文

字を使って表そうとしていた。 

 
◎いろいろな数量を，文字を使
って表すことに関心をもつとと
もに，その必要性と意味につい
ても考えようとしていた。 

 

○ストローの本数など，数量の

変わり方や関係をとらえて，文

字を使って簡潔かつ一般的に表

すことを考えることができた。 

 
◎数量の変わり方や関係をとら
えて，文字を使って数量を簡潔
かつ一般的に表す方法の必要性
と意味を考え，それを説明する
ことができた。 

 ○いろいろな数量を，文字を

使って式に表すことができた。 

 
 
 
◎いろいろな数量を，文字を使
って正確に式に表すことがで
きた。 

 ○数量を，文字を使って表す

ことを理解していた。 

 
 
 
◎数量を，文字を使って表すこ
との必要性と意味を理解して
いた。 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

 ② 式の表し方 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

・文字を使った式の積
の表し方を学ぼう 
・文字を使った式の累
乗の表し方を学ぼう 
・文字を使った式の商
の表し方を学ぼう 
・文字を使った式の記
号を学ぼう 

○積，商の表し方に関心をもち，
その約束にしたがって，文字を
使った式を簡潔に表そうとして
いた。 
 
◎積，商の表し方の約束にした
がって，文字を使ったいろいろ
な式を簡潔に表そうとしてい
た。 

○積，商の表し方の約束にした
がって，文字を使った式を表す
ことで，より簡潔に表すことが
できることを考えることができ
た。 
◎文字を使って簡潔に表された
式から，その計算の意味を読み
とることができた。 

○積，商の表し方の約束にした
がって，文字を使った式を表す
ことができた。 
 
◎積，商の表し方の約束にした
がって，文字を使った式を正確
に表すことができた。 

 

○文字を使った式の積，商の表
し方の約束について理解して
いた。 
 
◎文字を使った式の積，商の表
し方の約束の意味について理
解していた。 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

 ③数量の表し方 

 

 

 １ 

 

 

・式の表し方の約束に
したがって，いろいろ
な数量を表わそう 
・単位をそろえて数量
を表わそう 

 

○文字を使って表すことに関心
をもち，既習の数量などいろい
ろな数量について考えようとし
ていた。 
 
◎いろいろな数量を，文字を使
って表すことに関心をもつとと
もに，その数量の関係を考えよ
うとしていた。 

○いろいろな数量の関係をとら
え，文字を使って簡潔かつ一般
的に表すことを考えることがで
きた。 
 
◎いろいろな数量を，文字を使
って簡潔かつ一般的に表すとと
もに，その数量の関係を考え，
それを説明することができた。 

○文字を使った式の表し方の
約束にしたがって，いろいろな
数量を表すことができた。 
 
 
◎文字を使った式の表し方の
約束にしたがって，いろいろな
数量を正確に表すことができ
た。 

○文字を使った式の表し方の
約束にしたがって，いろいろな
数量を表すことを理解してい
た。 
 
◎文字を使った式の表し方の
約束にしたがって，いろいろな
数量を表すことで，数量の関係
を考察できることを理解して
いた。 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

 

 ④式の読み取り 

 

 １ 

 

 式を読み取ろう 

 

 ○文字を使った式の意味に関
心をもち，読みとろうとしてい
た。 
 
◎文字を使った式の意味を読み
とろうとして，式を積極的に活
用しようとしていた。 

○文字を使った式が何を意味し
ているのかを考えることができ
た。 
◎式の違いから，求め方や考え
方の違いを読みとり，それを説
明することができた。 

○文字を使った式がどのよう
な数量を表しているかを読み
とることができた。 
 
◎文字を使った式がどのよう
な数量を表しているかを，的確
に読みとったり伝えたりする
ことができた。 

○文字を使った式の意味を読
みとることを理解していた。 
○文字を使った式が自分の考
えを他人に伝えることができ
ることを理解していた。 
◎文字を使った式を読みとる
ことの意味とそのよさを理解
していた 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

 ⑤式の値 
 
 

 ２ 
 
 

・代入することの意味 
・式の値の意味 
・文字が１種類の式の

○文字を使った式に関心をも
ち，式の中の文字に数を代入し
て，その値を求めようとしてい

○式の中の文字に数を代入する
ことの意味を考えることができ
た。 

○式の中の文字に数を代入し
て，数量の値を求めることがで
きた。 

○式の値の意味を理解してい
た。 
○式の中の文字に数を代入し

○小６年 

・文字を使った式 



 
 
 
 
 
 
 
 
８ 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 基本の確かめ 

 
 
 
 
 
 １ 

値を求めよう 
・文字が２種類の式の
値を求めよう 

 

 

た。 
 
◎具体的な場面と結びつけて，
式の値を求めようとしていた。 

 

◎式の中の文字に数を代入する
ことの意味を考え，それを説明
することができた。 

 

 

◎式の中の文字に数を代入し
て，数量の値を正確に求めるこ
とができた。 

て，数量の値を求めることを理
解していた。 
◎具体的な場面と結びつけて，
式の値を求めることの意味を
理解していた。 

○中２年 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

 ２節．式の計算 
         （６時間） 
 ① １次式と数の 
  乗法，除法 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

・項，係数・1 次式の意
味を知ろう 
・項が１つの１次式と
数の乗法，除法を学ぼ
う 
・項が２つの１次式と
数の乗法，除法を学ぼ
う 

 

○１次式と数の乗法，除法の計
算のしかたに関心をもち，計算
しようとしていた。 
 
 
◎既習の内容をもとに，１次式
と数の乗法，除法の計算のしか
たを考えることに関心をもち，
計算しようとしていた。 

 

○１次式と数の乗法，除法の計
算のしかたを考えることができ
た。 
◎既習の内容をもとに，１次式
と数の乗法，除法の計算のしか
たを考え，それを説明すること
ができた。 
◎１次式と数の乗法，除法で表
された式を使って事象を考察
し，それを説明することができ
た。 

○項と係数を求めることがで
きた。 
○１次式と数の乗法，除法の計
算をすることができた。 
 
 
◎１次式と数の乗法，除法の計
算を正確にすることができた。 

○項と係数，１次式の意味を理
解していた。 
○１次式と数の乗法，除法の計
算のしかたを理解していた。 
 
◎１次式と数の乗法，除法の計
算のしかたとその意味を，計算
法則にもとづいて理解してい
た。 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

・因数分解 

 ② １ 次 式 の 加 法 、   
    減法 

 

 

 ２ 

 

 

・文字の部分が同じ項
のまとめ方を学ぼう 
・簡単な１次式の加法，
減法を学ぼう 
・１次式と数の乗法を
含む加法，減法を学ぼ
う 

 ○１次式の加法，減法の計算の
しかたに関心をもち，計算しよ
うとしていた。 
 
◎１次式の加法，減法の計算の
しかたを考えることに関心をも
ち，計算しようとしていた。 
◎１次式の計算と数の計算との
共通点や違いについて考えよう
としていた。 

○１次式の加法，減法の計算の
しかたを考えることができた。 
 
◎既習の内容をもとに，１次式
の加法，減法の計算のしかたを
考え，それを説明することがで
きた。 
◎１次式の四則計算で表された
式の意味を日常生活の場面と関
連づけて考察し，それを説明す
ることができた。 

○１次式の加法，減法の計算を
することができた。 
 
 
 
 
◎１次式の加法，減法の計算を
正確にすることができた。 

 

○同類項どうしをまとめて，式
を簡潔に表すことの意味を理
解していた。 
○１次式の加法，減法の計算の
しかたを理解していた。 
 
◎１次式の加法，減法の計算の
しかたとその意味を理解して
いた。 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

・因数分解 

 

 基本の確かめ  １ 
      

３節．式の活用 
       （２時間） 
 ①式の活用 

 

 

 

 ２ 

 

碁石の個数を求めよう 

 

 〇いろいろな整数に関心をも
ち，文字を使った式で表そうと
していた。 
〇碁石の個数に関心をもち，文
字を使った式で表そうとした
り，表された式の意味を読みと
ろうとしていた。 
◎文字を使った式で数量を表し
たり，式の意味を読みとったり，
式で考えを伝え合ったりするな
ど，式を積極的に活用しようと
していた。 

〇いろいろな整数を，文字を使
って簡潔かつ一般的に表すこと
を考えることができた。 
〇碁石の個数を文字を使った式
で簡潔かつ一般的に表すこと
や，表された式の意味を考える
ことができた。 
 
◎碁石の個数について，文字を
使った式で複数の表し方を考え
ることができた。 

〇いろいろな整数を，文字を使
った式で表すことができた。 
〇碁石の個数を文字を使った
式で表したり，表された式の意
味を読みとることができた。 
 
 
 
◎碁石の個数について，文字を
使った式で複数の表し方をす
ることができた。 

〇いろいろな整数を，文字を使
った式で表すことを理解して
いた。 
〇式を使って数量を表したり
読みとったりすることのよさ
を理解していた。 
 
 
 
◎文字を使った式が，自分の考
えを他人に伝えることができ
ることを理解していた。 

○小６年 

・文字を使った式 

・比の意味 

○中２年 

・式の活用 

○中３年 

・式の活用 

４ 節 ． 数 量 の 関 係 を  
 表す式（５時間） 
 
 ① 等 し い 関 係 を    
    表す式 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

・等式の意味を知ろう 
・等式を使って２つの
数量の等しい関係を表
わそう 

 

○様々な事象に関心をもち，等
式で表したり，その意味を読み
とったりしようとしていた。 
 
◎様々な事象を等式で表した
り，その意味を読みとったりし
て数学的な関係や他の表現のし
かたを見いだそうとしていた。 

 ○数量の関係や法則の中から
相等関係を見つけ，それを等式
で表す方法を考えることができ
た。 
○等式で表されたものの意味を
考えることができた。 
◎数量の関係や法則の中から相
等関係を見つけ，それを等式で
表す複数の方法を考え，それを
説明することができた。 
◎等式で表されたものの意味を
考え，それを説明することがで
きた。 

○数量の関係や法則を等式で
表すことができた。 
○等式で表されたものの意味
を読みとることができた。 
 
 
◎数量の関係や法則を等式で
表したり，等式の意味を読みと
ったりすることが正確にでき
た。 

○等式の意味を理解していた。 
○相等関係を等式で表す方法
を理解していた。 
○等式で表されたものの意味
を理解していた。 
 
◎相等関係を等式で表す方法
および等式で表されたものの
意味を理解していた。 

○小６年 

・文字を使った式 

・比の意味 

○中２年 

・式の活用 

○中３年 

・式の活用 

 ②大小関係を表す式  １ ・不等式の意味を知ろ
う 

○様々な事象に関心をもち，不
等式で表したり，その意味を読

○数量の関係や法則の中から大
小関係を見つけ，それを不等式

○数量の関係や法則を不等式
で表すことができた。 

 ○不等号を用いた表現のしか
たや不等式の意味を理解して

○小６年 

・文字を使った式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・不等式を使って２つ
の数量の大小関係を表
わそう 

 

 

みとったりしようとしていた。 
◎様々な事象を不等式で表した
り，その意味を読みとって数学
的な関係を見いだそうとしてい
た。 

 

で表す方法を考えることができ
た。 
○不等式で表されたものの意味
を考えることができた。 
 
◎数量の関係や法則の中から大
小関係を見つけ，それを不等式
で表す複数の方法を考え，それ
を説明することができた。 
◎不等式で表されたものの意味
を考え，それを説明することが
できた。 

 
○不等式で表されたものの意
味を読みとることができた。 
 
 
◎数量の関係や法則を不等式
で表したり，不等式の意味を読
みとったりすることが正確に
できた。 

いた。 
○大小関係を不等式で表す方
法を理解していた。 
○不等式で表されたものの意
味を理解していた。 
◎大小関係を不等式で表す方
法および不等式で表されたも
のの意味を理解していた。 

・比の意味 

○中２年 

・式の活用 

○中３年 

・式の活用 

 基本のたしかめ  １ 
      

 学習のまとめ 
 章のまとめ 

 １ 
      

                                                   

 
 
 

３章 方程式（18 時間）  
 
◇目標  (1) 方程式のよさや必要性を実感し，それを活用して考えたり判断したりしようとする。 
     (2) 方程式で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 
     (3) 方程式を正確かつ能率的に解いたり，方程式を活用して問題を解決したりすることができる。 
     (4) 方程式の必要性と意味およびその解の意味を理解することができる。 
 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

 

 

９ 

 

月 

 
 
 
 
 
 
 
 

１ 節 ． 方 程 式 と    

   その解き方 

         （１０時間） 
 ①方程式とその解 

 

 

 ３ 

 

 

 

・未知の数量を文字を

使って求める方法を学

ぼう 

・方程式の意味を知ろ
う 
・方程式の解，解くこ
との意味を学ぼう 

○方程式とその解に関心をも

ち，様々な数を代入するなどし

て解を求めようとしていた。 

 
◎方程式とその解に関心をも
ち，その必要性と意味を考えよ
うとしたり，様々な数を代入し
て解を求めようとしたりしてい
た。 

○未知数を文字でおいてつくる

等式の意味について考えること

ができた。 

○方程式の解を求める方法を考
えることができた。 
 
◎既習の解き方と比べて，方程
式を使って解くことの意味と必
要性について考えることができ
た。 
◎方程式で使っている文字と既
習の文字との違いを考えること
ができた。 

○方程式の文字に数を代入し

て，その解を求めることができ

た。 

 
◎方程式の文字に数を代入し
て，その解を正確に求めること
ができた。 

 

○方程式の必要性と意味を理

解していた。 

○方程式の解の意味を理解し
ていた。 
 
 
◎方程式の必要性と意味およ
びその解の意味について理解
していた。 
◎方程式で使っている文字と
既習の文字との違いを理解し
ていた。 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・連立方程式とその解

き方 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

②等式の性質 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ２ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・等式の性質を学ぼう 
・等式の性質を使った
方程式の変形 
 
 
 
 
 
 

 

○等式のもつ性質に関心をも
ち，それを考えようとしていた。 
 
◎文字に数を代入せずに方程式
を解く方法に関心をもち，等式
の性質をもとに変形する方法に
ついて考えようとしていた。 
 
 

 

○等式のもつ性質について考え
ることができた。 
○等式の性質をもとに，方程式
を変形する方法を考えることが
できた。 
◎等式の性質をもとに，方程式
を変形する方法を説明したり，
変形した式を見てその理由を説
明したりすることができた。 
 

○等式の性質をもとに，方程式
を変形することができた。 
 
 
◎等式の性質をもとに，方程式
を正確に変形することができ
た。 
 
 

 

○等式の性質の意味を理解し
ていた。 
○等式の性質をもとに，方程式
を変形していく方法を理解し
ていた。 
◎等式の性質をもとに，方程式
を変形していく意味を理解し
ていた。 
 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・連立方程式とその解

き方 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 

③方程式の解き方 

 

 ２ 

 

 

・等式の性質を使った
方程式の解き方を学ぼ
う 
・移項の意味を知ろう 
・移項の考えを使った
方程式の解き方を学ぼ
う 

○方程式の解き方に関心をも
ち，等式の性質をもとに，方程
式を解こうとしていた。 
 
◎等式の性質をもとに，方程式
を解くことに関心をもち，能率
よく方程式を解こうとしてい
た。 

○方程式を解くにあたって，等
式の性質が式変形の根拠になっ
ていることを考えることができ
た。 
 
◎方程式を解くにあたって，等
式の性質が式変形の根拠になっ
ていることを考え，それを説明
することができた。 

○等式の性質や移項の考えを
使って，方程式を解くことがで
きた。 
 
 
◎等式の性質や移項の考えを
積極的に使って，方程式を形式
的に解くことができた。 

 

○等式の性質をもとにした方
程式の解き方を理解していた。 
○移項の意味を理解していた。 
 
◎移項の意味を理解し，等式の
性質をもとにした方程式の解
き方を理解していた。 
 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・連立方程式とその解

き方 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 

④いろいろな方程式 

 

 

 

 ２ 

 

・かっこを含む方程式
の解き方を学ぼう 
・係数に小数や分数が
ある方程式の解き方を
学ぼう 
・１次方程式の意味と
解き方の手順を学ぼう 

○方程式の解き方に関心をも
ち，等式の性質をもとに，いろ
いろな方程式を解こうとしてい
た。 
 
◎等式の性質をもとに，いろい
ろな方程式を解くことに関心を
もち，能率よく方程式を解こう
としていた。 

○方程式の変形の過程を観察し
て，方程式の解き方の一般的な
手順について考えることができ
た。 
◎等式の性質が式変形の根拠に
なっていることを説明したり，
文字を用いた式の計算における
変形の過程の違いについて考え
たりすることができた。 

○いろいろな方程式を能率よ
く解くことができた。 
 
 
◎いろいろな方程式を正確か
つ能率的に解くことができた。 

 

○等式の性質をもとにしたい
ろいろな方程式の解き方を理
解していた。 
○方程式の変形の過程を観察
して，方程式の解き方の一般的
な手順について理解していた。 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中２年 

・連立方程式とその解

き方 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 

 基本の確かめ  １ 
      

 ２節．方程式の活用 
         （８時間） 
 
①方程式の活用 

 

 

４ 

 

 

 

・方程式を使って問題
を解決する手順を学ぼ
う 
・方程式を使った問題
の解決を学ぼう 
・問題の答えと方程式
の解を学ぼう 
・速さの問題を学ぼう 

 ○方程式を活用することに関
心をもち，問題の解決に生かそ
うとしていた。 
◎方程式を活用することに関心
をもち，意欲的に問題の解決に
生かして，考えたり判断したり
しようとしていた。 

○様々な事象の中の数量の関係
をとらえ，方程式をつくって考
えることができた。 
◎様々な事象の中の数量の関係
をとらえ，方程式をつくって考
えるとともに，その過程を振り
返って考えを深めたり説明した
りすることができた。 

○問題の中の数量やその関係
を文字を使った式で表し，それ
をもとにつくった方程式を解
くことができた。 
◎問題の中の数量やその関係
を文字を使った式で表し，それ
をもとにつくった方程式を正
確に解くことができた。 

○方程式を活用して問題を解
決する手順を理解していた。 
 
 
◎解の吟味の必要性も含めて，
方程式を活用して問題を解決
する手順を十分に理解してい
た。 

○小６年 

・文字を使った式 

・比の意味 

○中２年 

・連立方程式の活用 

○中３年 

・２次方程式の活用 

②方程式と比 

 

 

３ 

 

 

・比の値，比例式の意
味 
・比例式の性質を学ぼ
う 
・比例式を使った問題
の解決をしよう 

○方程式を活用することに関心
をもち，比例式とその解き方に
ついて方程式を活用しようとし
ていた。 
◎比例式を使う問題に関心をも
ち，それを方程式を活用する場
面とみなして，意欲的に解決に
生かして，考えたり判断したり
しようとしていた。 

○比例式の性質が成り立つ理由
について考えることができた。 
 
 
◎数量の関係をとらえ，比例式
をつくり，方程式に変形して考
えるとともに，その過程を振り
返って考えを深めることができ
た。 

 ○比例式を解くことができ
た。 
 
 
◎比例式を正確に解くことが
できた。 

○比の値，比例式の意味を理解
していた。 
○比例式の性質をもとに，比例
式の解き方を理解していた。 
◎比の値，比例式の意味および
比例式の解き方を理解してい
た。 

○小６年 

・文字を使った式 

・比の意味 

○中２年 

・連立方程式の活用 

○中３年 

・２次方程式の活用 

学習のまとめ 
章のまとめ 

 １ 
      

 

 

 



４章 比例と反比例（22 時間）  
 
◇目標  (1) 比例，反比例する２つの数量の関係に関心をもち，それらを活用して考えたり判断したりしようとする。 
     (2) 比例，反比例で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 
     (3) 比例，反比例の関係を，表，式，グラフに的確に表すことができる。 
     (4) 関数関係の意味，比例や反比例の意味，比例や反比例の特徴を理解することができる。 
 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

 

 

11 
 
 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １節．比例（10 時間） 

 
 ①関数 

 

 

 

 

 ２ 

 

・関数の意味を知ろう 

・変数，変域の意味を
学ぼう 

○関数関係に関心をもち，その

関係を表やグラフで表したり，

変化や対応の様子をとらえたり

しようとしていた。 

 
◎関数関係に関心をもち，その
関係を表やグラフで表したり，
変化や対応の様子をとらえたり
することで，関数関係にあるか
どうかについて判断しようとし
ていた。 

○２つの数量の関係について，

表やグラフをもとに，その変化

や対応の様子をとらえることが

できた。 

 
 
◎２つの数量の関係を，表やグ
ラフをもとに，変化や対応の様
子をとらえ，関数関係にあるか
どうかについて判断し，それを
説明することができた。 

○関数関係を，表やグラフで表

し，判断することができた。 

○変数の変域を，式や数直線を
使って表すことができた。 
 
◎関数関係を表やグラフで表
し，正確に判断することができ
た。 
◎変数の変域を，式や数直線を
使って正確に表すことができ
た。 

○関数関係の意味を理解して

いた。 

○変数と変域の意味を理解し
ていた。 
 
 
◎関数関係にあるかどうかを
判断する方法を理解していた。 

○小４年 

・変わり方 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

 ②比例の式 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

・比例の意味を知ろう 
 ｙ＝ａｘ 
・比例の定義と比例定
数 
・比例の式の求め方 

 

 

 

○比例の特徴に関心をもち，小
学校で学習した内容と関連づけ
て理解しようとしていた。 
○比例に関心をもち，事象の中
から比例としてとらえられる２
つの数量を見いだしたり，その
関係を式で表したりしようとし
ていた。 
 
◎事象の中にある２つの数量の
関係が比例であるかどうかにつ
いて，その式の形から判断しよ 
うとしていた。 

○事象の中にある２つの数量の
関係を，変化や対応の様子に着
目して調べ，比例としてとらえ
られる２つの数量を見いだすこ
とができた。 
○比例定数が負の数の場合の比
例についても，正の数の場合の
ことから予想して調べることが
できた。 
 ◎事象の中にある２つの数量
の関係が比例であるかどうかに
ついて，その式の形から判断し
たり説明したりすることができ
た。 

○比例を式で表すことができ
た。 
 
 
 ◎比例を式で正確に表すこと
ができた。 

 

 

 

 

 ○比例の意味を理解してい
た。 
 
○比例としてとらえられる２
つの数量の値から，比例の式を
求める方法を理解していた 
 
 
 
 比例がｙ＝ａｘという式で表
される必要性と意味について
理解していた。 

 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中２年 

・１次関数 

・１次関数と方程式 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

 ③座標 

 

 ２ 

 

・平面上の点の位置の
表し方を学ぼう 
・座標の意味 
・座標の求め方 
・座標平面上への点の
とり方を学ぼう 

○座標に関心をもち，平面上の
点を座標を用いて表したり，座
標をもとにして平面上に点をと
ったりしようとしていた。 
 
◎座標の意味やその特徴につい
て考えようとしていた。 

 ○既習の内容と関連させて２
つの数の組を用いることで，平
面上の位置を示すことができる
ことを考えることができた。 
 
◎座標をもとにして平面上にと
った点と，その対称の位置にあ
る点どうしとの関係について考
え，それを説明することができ 

 ○平面上の点を座標を用いて
表すことができた。 
○座標平面上の点の位置を読
みとることができた。 
 
◎平面上の点を座標を用いて
表したり，座標をもとにして平
面上に点をとったりすること
が正確にできた。 

○座標を用いた点の表す方法
や読みとる方法を理解してい
た。 
 
 
 
◎座標の必要性と意味につい
て理解していた。 

○小６年 

・比例と反比例 

○中２年 

・１次関数 

・１次関数と方程式 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

④比例のグラフ 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

・ｙ＝ａｘのグラフの
意味、書き方を学ぼう 
 
・比例のグラフからの
式の求め方 

 

○比例のグラフのかき方に関心
をもち，かこうとしていた。 
○比例をグラフに表すことに関
心をもち，グラフを使って比例
の特徴を考えようとしていた。 
 
◎比例のグラフのかき方に関心
をもち，工夫してかこうとした

○比例のグラフのかき方につい
て考えることができた。 
○比例を表，式，グラフを使っ
て調べ，その特徴を見いだすこ
とができた。 
◎比例のグラフのかき方を的確
に説明したり，見いだした比例
のグラフの特徴を表や式と関連

○比例をグラフで表すことが
できた。 
○比例のグラフから比例の式
を求めることができた。 
 
 
◎比例のグラフを手際よくか
くことができたり，比例のグラ

 ○比例のグラフのかき方を理
解していた。 
○比例を表す式，表，グラフの
特徴を理解していた。 
 
 
◎比例を表す式，表，グラフの
特徴について，相互に関連づけ

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中２年 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

12 
 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り，比例の特徴を的確に表そう
としたりしていた。 

づけて説明したりすることがで
きた。 

フから比例の式を求めたりす
ることが正確にできた。 

て理解していた。 

 

・１次関数 

・１次関数と方程式 

基本のたしかめ  １ 
      

２節．反比例（5 時間） 
 

 ①反比例の式 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

・反比例の意味を知ろ
う 
       

・関数 y＝ のグラフ 

を書こう 
 
・反比例の定義と比例
定数の意味を学ぼう 
・反比例の式の求め方 

 

○反比例に関心をもち，事象の
中から反比例としてとらえられ
る２つの数量を見いだしたり，
その関係を式で表したりしよう
としていた。 
◎事象の中にある２つの数量の
関係が反比例であるかどうかに
ついて，その式の形から判断し
ようとしていた。 

○事象の中にある２つの数量の
関係を，変化や対応の様子に着
目して調べ，反比例としてとら
えられる２つの数量を見いだす
ことができた。 
○比例定数が負の数の場合の反
比例についても，正の数の場合
のことから予想して調べること
ができた。 

◎反比例がすべて y＝ という

式で表せることを説明すること

ができた。 

◎事象の中にある２つの数量の
関係が反比例であるかどうかに
ついて，その式の形から判断し
たり説明したりすることができ
た。 

○反比例を式で表すことがで
きた。 

 

 
 
 
◎反比例を式で正確に表すこ
とができた。 

 

 ○反比例の意味を理解してい
た。 

○反比例が y＝ という式で表

される関係であることを理解

していた。 

○反比例としてとらえられる
２つの数量の値から，反比例の
式を求める方法を理解してい
た。 
 

◎反比例が y＝ という式で表

される必要性と意味について

理解していた。 

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・反比例 

 

 

 

②反比例のグラフ 

 

 

 ２ 

 

 

 

・関数 y＝ のグラフ 

・反比例のグラフの特
徴 

 

 

 

○反比例のグラフのかき方に関

心をもち，かこうとしていた。 

○反比例をグラフに表すことに
関心をもち，グラフを使って反
比例の特徴を考えようとしてい
た。 
◎反比例のグラフのかき方に関
心をもち，工夫してかこうとし
たり，比例の関係の学習をもと
に反比例の特徴を的確に表そう
としたりしていた。 

○反比例のグラフのかき方につ

いて考えることができた。 

○反比例について，比例の学習
をもとに表，式，グラフを使っ
て調べ，その特徴を見いだすこ
とができた。 
◎反比例のグラフのかき方を的
確に説明したり，見いだした反
比例のグラフの特徴を表や式と
関連づけて説明したりすること
ができた。 

○反比例をグラフで表すこと

ができた。 

 
 
 
 
◎反比例のグラフを手際よく
かくことができたり，反比例の
グラフから反比例の式を求め
たりすることが正確にできた。 

○反比例のグラフのかき方を

理解していた。 

○反比例を表す式，表，グラフ
の特徴を理解していた。 
 
 
◎反比例を表す式，表，グラフ
の特徴について，相互に関連づ
けて理解していた。 

○小５年 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・反比例 

基本のたしかめ  １ 
      

３ 節 ． 比 例 反 比 例 の  
       活用 
         （７時間） 
           
①比例反比例の活用 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比例の関係を使った
問題の解決 
・反比例の関係を使っ
た問題の解決 
・複雑な形をした図形
の面積を求めよう 

 

 

 

 

 

 ○比例，反比例の関係を使っ
て，事象をとらえ数学的に説明
することに関心をもち，問題の
解決に生かそうとしていた。 
 
 
◎比例，反比例の関係を使って，
事象をとらえ数学的に説明する
ことに関心をもち，意欲的に数
学を問題の解決に活用して考え
たり判断したりしようとしてい
た。 

 

 

○事象から取り出した２つの数
量の関係が比例，反比例である
かどうかを判断し，その変化や
対応の特徴をとらえることがで
きた。 
○事象から取り出した２つの数
量の関係を，理想化したり単純
化したりして比例，反比例とみ
なし，変化や対応の様子を調べ
たり予測したりすることができ
た。 
○比例，反比例の関係を使って，
調べたり予測したりした結果が
適切であるかどうかを振り返っ
て考えることができた。 
◎事象から取り出した２つの数
量の関係が比例，反比例である

 ○比例，反比例の関係を表，
式，グラフを使って表したり処
理したりすることができた。 
 
 
 ◎比例，反比例の関係を表，
式，グラフを使って表したり処
理したりすることが正確にで
きた。 

 

 

 

 

○事象の中には，比例，反比例
とみなすことで，変化や対応の
様子について調べたり，予測し
たりできるものがあることを
理解していた。 
○事象を扱う際には，変数の変
域を意識する必要があること
を理解していた。 
 
◎事象の中には，比例，反比例
とみなすことで，変化や対応の
様子について調べたり予測し
たりできることの必要性と意
味を理解していた。 
 
                              
                              

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例と反比例 

○中２年 

・１次関数 

・１次関数と方程式 

・１次関数の活用 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

・関数ｙ＝ａχ²の活



 

 

 

 

 

 

 

 

かどうかを判断したり，比例，
反比例とみなしたりして，その
変化や対応の様子を調べたり予
測したりすることを通して得ら
れた結果が適切であるかどうか
を振り返って考え，それを説明
することができた。 

 

 

 

 

用 

・いろいろな関数 

基本のたしかめ  １ 
      

学習のまとめ 
章の問題 

 １ 
      

チャレンジテスト  １ 
      

 
 
 

５章 平面図形（23 時間）  
 
◇目標  (1) 基本的な作図や図形の移動に関心をもち，それらを活用して考えたり判断したりしようとする。 
     (2) 平面図形で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 
     (3) 基本的な作図や図形の移動をすることができる。 
     (4) 平面図形の性質，基本的な作図の方法，図形の移動を理解することができる。 
 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１節．平面図形の基礎 

          （８時間） 
 
①直線・線分・角 

 

 

 

 ２ 

 

・直線・線分・角につ

いて学ぼう 

○図形の構成要素やその必要性

に関心をもち，それらの意味に

ついて考察しようとしていた。 

 
 
◎図形の構成要素について，分
類整理して考え判断しようとし
ていた。 

○平面図形についての基礎的・

基本的な知識および技能を活用

しながら，図形の構成要素を考

察することができた。 

 
◎平面図形についての基礎的・
基本的な知識および技能を活用
しながら，図形の構成要素を考
察し，それを説明することがで
きた。 

○用語や記号を使って，図形を

表すことができた。 

 
 
 
◎用語や記号を使って，図形を
正確に表すことができた 

 

〇直線，線分，角の意味を理解

していた。 

 
 
 
◎用語や記号の表現の必要性
を理解していた。 

 

○小１～４年 

・角 

・垂直と平行 

・平面の意味 

○小５年 

・三角形や四角形の内

角の 和 

○小６年 

・縮図と拡大図 

○中２年 

・平行線と角 

②２直線の位置関係 

 

 

 

 

 ２ 

 

・２直線の位置関係に
ついて学ぼう 

 

 〇２直線の位置関係に関心を
もち，その意味について考察し
ようとしていた。 
 
◎２直線の位置関係について，
分類整理して考え判断しようと
していた。 

 〇平面図形についての基礎的
・基本的な知識および技能を活
用しながら，２直線の位置関係
を考察することができた。 
 
◎平面図形についての基礎的・
基本的な知識および技能を活用
しながら，２直線の位置関係を
考察し，それを説明することが
できた。 

〇用語や記号を使って，２直線
の位置関係を表すことができ
た。 
 
 
◎用語や記号を使って，２直線
の位置関係を正確に表すこと
ができた。 

〇２直線の垂直・平行の意味を
理解していた。 
 
 
 
◎２直線の垂直・平行の意味を
統合的に理解していた。 

 

○小１～４年 

・角 

・垂直と平行 

・平面の意味 

○中２年 

・平行線と角 

③点と直線の距離 

 

 ２ 

 

・点と直線の距離につ
いて学ぼう 
・平行な２直線間の距

〇点と直線の距離，平行な２直
線間の距離に関心をもち，それ
らの意味について考察しようと

〇平面図形についての基礎的・
基本的な知識および技能を活用
しながら，点と直線の距離，平

〇点と直線の距離，平行な２直
線間の距離をはかることがで
きた。 

〇点と直線の距離、平行な２直
線間の距離の意味を理解して
いた。 

○小１～４年 

・角 

・垂直と平行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離 

 

 

していた。 
 
◎点と直線の距離，平行な２直
線間の距離について，分類整理
して考え判断しようとしてい
た。 

行な２直線間の距離を考察する
ことができた。 
◎平面図形についての基礎的・
基本的な知識および技能を活用
しながら，点と直線の距離，平
行な２直線間の距離を考察し，
それを説明することができた。 

 
 
 
◎点と直線の距離，平行な２直
線間の距離を正確にはかるこ
とができた。 

 
 
 
◎点と直線の距離，平行な２直
線間の距離の意味を統合的に
理解していた。 

・平面の意味 

○中２年 

・平行線と角 

④円とおうぎ形 

 

 

 

 

 

 １ 

 

 

 

・円とおうぎ形 
・円の接線について学
ぼう 

 

〇円とおうぎ形の関係，円と直
線の位置関係に関心をもち，そ
れらの意味について考察しよう
としていた。 
 
 
◎円とおうぎ形の関係，円と直
線の位置関係について，分類整
理して考え判断しようとしてい
た。 

〇平面図形についての基礎的・
基本的な知識および技能を活用
しながら，円とおうぎ形の関係，
円と直線の位置関係を考察する
ことができた。 
 
◎平面図形についての基礎的・
基本的な知識および技能を活用
しながら，円とおうぎ形の関係，
円と直線の位置関係を考察し，
それを説明することができた。 

〇おうぎ形の中心角を求める
ことができた。 
〇円と直線の位置関係を分類
し，読みとることができた。 
 
 
◎円と直線の位置関係を正確
に分類し，読みとることができ
た。 

 

 ○円の弧や弦，中心角，おう
ぎ形，円の接線の意味を理解し
ていた。 
 
 
 
◎円とおうぎ形の関係，円と直
線の位置関係を統合的に理解
していた。 

○小１～４年 

・円 

・角 

・垂直と平行 

・平面の意味 

○小５年 

・正多角形と円 

○中２年 

・平行線と角 

 基本のたしかめ  １ 
      

１ 
 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２節．作図（５時間） 
 
 ①基本の作図 

 

 

 ２ 

 

・垂直二等分線の意味
と作図 
・角の二等分線の意味
と作図 
・垂線の作図 

○基本的な作図に関心をもち，
そのしかたを考えようとしてい
た。 
 
◎基本的な作図のしかたを，図
形の対称性に着目して考えよう
としていた。 

 

○基本的な作図のしかたを，図
形の対称性に着目したり図形を
決定する要素に着目したりし
て，その手順を考えることがで
きた。 
○作図の手順を順序よく説明す
ることができた。 
 
◎基本的な作図のしかたについ
て，図形の対称性に着目して説
明することができたり，振り返
って統合的に考えたりすること
ができた。 
◎作図のしかたを複数考えた
り，他人の作図のしかたの意味
を読みとってその根拠を説明し
たりすることができた。 

○作図の道具として，定規やコ
ンパスを正しく使うことがで
きた。 
○垂直二等分線，角の二等分
線，垂線などの基本的な作図を
することができた。 
 
 
◎垂直二等分線，角の二等分
線，垂線などの基本的な作図を
正確にすることができた。 

○作図の意味を理解していた。 
○垂直二等分線などの作図の
しかたを理解していた。 
○作図と関連のある用語の意
味を理解していた。 
 
 
◎基本的な作図のしかたを，統
合的に考えられることを理解
していた。 

 

○小１～４年 

・円 

・角 

・垂直と平行 

○小５年 

・図形の合同 

○中２年 

・平行線と角 

・合同と証明 

 ②いろいろな作図 

 

 ２ 

 

 

 

・垂直二等分線の作図
の活用 
・角の二等分線の作図
の活用 
・垂線の作図の活用 
・作図を活用して条件
をみたす地点を求める
こと 

 

○いろいろな作図に関心をも
ち，そのしかたを考えたり，問
題の解決にいかしたりしようと
していた。 
 
◎いろいろな作図に関心をも
ち，積極的に複数のしかたを考
えたり，問題の解決にいかした
りし 
ようとしていた。 

○作図した図形が条件に適する
ものであるかどうかを振り返っ
て考えることができた。 
○基本的な作図を使って，条件
に合った作図のしかたを見いだ
すことができた。 
 
◎作図の手順や作図した図形が
条件に適するものであるかどう
かを振り返って考え，それを説
明することができた 
◎基本的な作図を使って，条件
に合った作図のしかたを複数見
いだすことができた。 

○垂直二等分線，角の二等分
線，垂線などの作図を使って，
条件に合った作図をすること
ができた。 
 
 
 
 
◎垂直二等分線，角の二等分
線，垂線などの作図を使って，
条件に合った作図を正確にす
ることができた。 

 

○垂直二等分線などを使った
作図のしかたを理解していた。 
 
 
 
 
 
◎垂直二等分線などを使った
作図のしかたとその意味を理
解していた。 
◎いろいろな作図のしかたを
統合的に考えられることを理
解していた。 

○小１～４年 

・円 

・角 

・垂直と平行 

○小５年 

・図形の合同 

○中２年 

・平行線と角 

・合同と証明 

 

 
基本のたしかめ  １ 

      

 

 

３節．図形の移動 
          （５時間） 
①基本となる移動 
 
 

 ２ 

 

 

・移動の意味 
・平行移動の意味と性
質 
・回転移動の意味と性
質 

○平行移動，回転移動および対
称移動に関心をもち，既習の対
称な図形と関連づけたり，意欲
的に図形の移動を考えていこう
としたりしていた。 

○移動前と移動後の２つの図形
の関係を調べ，直線の位置関係
や対応する辺や角の関係など図
形の性質を見いだすことができ
た。 

○図形を移動したり，移動した
図形をかいたりすることがで
きた。 
 
◎定規やコンパスなどを使っ

○平行移動，回転移動および対
称移動の意味を理解していた。 
○図形を移動したり，移動した
図形をかいたりする方法を理
解していた。 

○小１～４年 

・面積の意味 

・角 

・垂直と平行 

○小５年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
         

 

 

 

・対称移動の意味と性
質 

 

 
 
 
◎平行移動，回転移動および対
称移動に関心をもち，作図と関
連づけて移動の方法を考えよう
としたり，移動の前後の２つの
図形の関係を考えたりしようと
していた。 

○基本の作図の方法や作図した
結果が正しいことを，図形の移
動の見方から確かめることがで
きた。 
 
◎基本の作図の方法や作図した
結果が正しいことを，図形の移
動の見方から確かめ，それを説
明することができた。 

て，図形を移動したり，移動し
た図形をかいたりすることが
正確にできた。 

 

◎移動前と移動後の２つの図
形の関係について理解してい
た。 
◎移動を通して，対称性を図形
間の関係としても理解してい
た。 

・図形の合同 

○中２年 

・合同と証明 

 

②移動の組み合わせ 

 

 ２ 

 

・３つの移動を組み合
わせた移動を学ぼう 

 

〇移動の組み合わせに関心をも
ち，そのしくみについて考えよ
うとしていた。 
 
◎移動の組み合わせに関心をも
ち，そのしくみについて考え，
移動の前後の図形の関係を見い
だそうとしていた。 

〇移動の前後の図形の関係を調
べ，そのしくみについて考える
ことができた。 
 
◎移動の前後の図形の関係を調
べ，そのしくみを考え，それを
説明することができた。 

 

〇移動の組み合わせについて，
図形がどのように移動したか
を読みとることができた。 
 
◎移動の組み合わせについて，
図形がどのように移動したか
を複数の見方から読みとるこ
とができた。 

〇移動の前後の図形の関係を
理解していた。 
 
 
◎移動の前後の図形の関係を
既習の内容と関連づけて理解
していた。 

 

○小１～４年 

・面積の意味 

・角 

・垂直と平行 

○小５年 

・図形の合同 

○中２年 

・合同と証明 

基本のたしかめ  １ 
      

４節．円とおうぎ形の 
 計量（５時間） 
 
①円の周の長さと面積 

 

 

 ２ 

 

・円周率πの意味 
・円の周の長さと面積
を学ぼう 

 

○円周の長さや円の面積に関心
をもち，それらを求めようとし
ていた。 
 
◎円周の長さや円の面積に関心
をもち，それらの求め方を考え
ようとしていた。 

○円周の長さや円の面積の求め
方を，πを使って表す意味を考
えることができた。 
 
◎円周の長さや円の面積の求め
方を，πを使って表す意味を考
え，それを説明することができ
た。 

○円周の長さや円の面積を，π
を使って求めることができた。 
 
 
◎円周の長さや円の面積を，π
を使って正確に求めることが
できた。 

 ○πの意味を理解していた。 
○円周の長さや円の面積の求
め方を理解していた。 
 
◎円周の長さや円の面積の求
め方を，πを使って表す意味と
その必要性を理解していた。 

○小１～４年 

・円 

・面積の意味 

・角 

○小５年 

・正多角形と円 

②おうぎ形のこの長さと
面積 

 

 

 

 

 １ 

 

 

 

・おうぎ形の中心角と
弧の長さの関係 
・おうぎ形の中心角と
面積の関係を学ぼう 

 

○おうぎ形の弧の長さと面積な
どに関心をもち，それらを求め
ようとしていた。 
 
 
◎おうぎ形の弧の長さと面積な
どに関心をもち，それらの求め
方を考えようとしていた。 

○おうぎ形について，弧の長さ
と中心角の関係に着目して，そ
の弧の長さと面積の求め方を考
えることができた。 
 
◎おうぎ形について，弧の長さ
と中心角の関係に着目して，そ
の弧の長さと面積の求め方を合
理的に考えることができたり，
それを説明したりすることがで
きた。 

○おうぎ形の弧の長さと面積
を求めることができた。 
 
 
 
◎おうぎ形の弧の長さと面積
を正確に求めることができた。 

 

○おうぎ形の弧の長さと面積
の求め方を理解していた。 
 
 
 
◎おうぎ形の弧の長さと面積
の求め方の意味を理解してい
た。 

 

○小１～４年 

・円 

・面積の意味 

・角 

○小５年 

・正多角形と円 

 基本のたしかめ  １ 
      

 学習のまとめ 
 章の問題 

 １ 
      

 

 

 

６章 空間図形（19 時間）  
 
◇目標  (1) 空間図形の平面上への表現や図形の計量に関心をもち，それらを活用して考えたり判断したりしようとする。 
     (2) 空間図形で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 
     (3) 空間図形を平面上に表現したり，図形の計量をしたりすることができる。 
     (4) 空間図形の性質，空間における図形の位置関係，図形の計量のしかたなどを理解することができる。 
 

      



 
月 

 

 
  節 ・ 項 

 

  
時数 

 

 
   目   標 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点  
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

２ 

 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 節 ． 立 体 の 基 礎   

    （３時間） ①

いろいろな立体 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

・角錐と円錐 

・正多面体の意味と特
徴を学ぼう 

 

 

○立体に関心をもち，いろいろ

な観点から分類しその特徴につ

いて考えようとしていた。 

 
◎立体に関心をもち，立体のも
つ特徴や性質についていろいろ
な観点から分類し，それを理解
しようとしていた。 
◎正多面体の面，辺，頂点の関
係について考えようとしてい
た。 

 ○観察や操作を通して，立体の

特徴を見いだすことができた。 

 
 
◎観察や操作を通して，立体の
特徴を見いだしたり，それを説
明したりすることを通して，論
理的に考えることができた。 
◎正多面体の面，辺，頂点の関
係に着目し，立体図形のもつ性
質としてまとめたり，身のまわ
りの立体についても考えたりす
ることができた。 

○立体の特徴を読みとること

ができた。 

 
 
◎立体の特徴を正確に読みと
ることができた。 
◎正多面体の展開図を表した
り，面，辺，頂点の数をまとめ
たりすることができた。 

 

○立体の特徴を理解していた。 

 
 
 
◎立体の特徴について，柱体と
錐体の違いもおさえながら理
解していた。 
◎正多面体の面，辺，頂点の関
係を理解していた。 

○小１～４年 

・球 

・直方体や立方体の見

取図、展開図 

・直方体や立方体の面

や辺の位置関係 

○小５～６年 

・角柱、円柱 

２ 節 ． 立 体 の 見 方 と  
 調べ方（９時間） 
          ①
直 線 や 平 面 の     
   位置関係 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

・空間図形の意味 
・平面の決定 
・２直線の位置関係 
・直線と平面の位置関
係 
・２平面の位置関係 

 

○空間における直線や平面の位
置関係に関心をもち，分類して
考えようとしていた。 
 
◎空間における直線や平面の位
置関係に関心をもち，分類して
考えようとするとともに，具体
的な場面などと関連づけて理解
しようとしていた。 

○空間における直線や平面の位
置関係を，分類などの活動を通
して見通しをもって考えること
ができた。 
○空間における直線と平面，平
面と平面の位置関係について，
平行や垂直であるかどうかを確
かめることができた。 
◎空間における直線や平面の位
置関係を平面における場合から
類推したり，具体的な課題を通
してその位置関係について説明
したりすることができた。 

○空間における直線や平面の
垂直・平行を読みとることがで
きた。 
○空間における直線や平面の
位置関係を分類し，読みとるこ
とができた。 
 
 
 
◎空間における直線や平面の
位置関係を正確に分類し，読み
とることができた。 

○平面の決定の意味を理解し
ていた。 
○ねじれの位置の意味を理解
していた。 
○空間における直線や平面の
垂直・平行の意味を理解してい
た。 
○空間における直線や平面の
位置関係を理解していた。 
 
◎空間における直線や平面の
位置関係を具体的な場面など
と関連づけて理解していた。 

○小１～４年 

・球 

・直方体や立方体の見

取図、展開図 

・直方体や立方体の面

や辺の位置関係 

○小５～６年 

・角柱、円柱 

②面を動かしてできる立
体 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ２ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・辺や面を垂直に動か
してできる立体 
・面を回転させてでき
る立体について学ぼう 
 
 
 
 
 

 

○立体の構成に関心をもち，直
線や平面の運動によってどの立
体が構成されるかを考えようと
していた。 
 
◎立体の構成に関心をもち，直
線や平面の運動によってどの立
体が構成されるかを考えようと
するとともに，具体的な場面な
どと関連づけて理解しようとし
ていた。 

○柱体，錐体，球などの立体を，
直線や平面図形の運動によって
構成されているとみることがで
きた。 
 
◎柱体，錐体，球などの立体を，
直線や平面図形の運動によって
構成されているとみるととも
に，柱体や錐体の特徴を考え，
それを説明することができた。 

○立体を平面図形の運動とし
てみて，その特徴を表すことが
できた。 
 
 
◎柱体や錐体を平面図形の運
動とみて，その特徴を表すこと
ができた。 
 
 

○直線や平面図形の運動によ
って，どのような立体が構成さ
れるかを理解していた。 
○回転体の意味を理解してい
た。 
 
◎直線や平面図形の運動によ
って，どのような立体が構成さ
れるかを具体的な場面などと
関連づけて理解していた。 

○小１～４年 

・球 

・直方体や立方体の見

取図、展開図 

・直方体や立方体の面

や辺の位置関係 

○小５～６年 

・角柱、円柱 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③立体の表し方 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

・見取図と展開図 
・投影図について学ぼ
う 

 

 

 

○見取図，展開図，投影図に関
心をもち，それらを使って立体
を表したり読みとったりしよう
としていた。 
 
 
 
 
 
◎見取図，展開図，投影図に関
心をもち，それらを使って立体
を表したり読みとったりして，
立体のもつ性質を理解しようと
していた。 

 

 ○見取図，展開図，投影図を使
って，立体のもつ性質を見いだ
すことができた。 
 
 
 
 
 
 
◎見取図，展開図，投影図を使
って，立体のもつ性質を見いだ
したり，それを説明したりする
ことを通して，論理的に考える
ことができた。 

○見取図，展開図，投影図を使
って，立体を平面上に表すこと
ができた。 
○見取図，展開図，投影図がど
のような立体を表しているか
を読みとることができた。 
○展開図，見取図をもとに，辺
の長さなどを求めることがで
きた。 
◎見取図，展開図，投影図を使
って，立体を平面上に正確に表
すことができた。 
◎見取図，展開図，投影図がど
のような立体を表しているか
を正確に読みとったり，辺の長
さなどを正確に求めたりする
こと 
ができた。 

○見取図，展開図，投影図の意
味を理解していた。 
○見取図，展開図，投影図に表
す方法を理解していた。 
 
 
 
 
 
◎見取図，展開図，投影図の特
徴を理解していた。 

 

 

○小１～４年 

・球 

・直方体や立方体の見

取図、展開図 

・直方体や立方体の面

や辺の位置関係 

○小５～６年 

・角柱、円柱 

 基本のたしかめ  １ 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 節 ． 立 体 の 体 積 と  

  表面積（７時間） 

①立体の体積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・角柱や円柱の体積 

・角錐や円錐の体積 

・球の体積を学ぼう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○柱体，錐体，球の体積に関心

をもち，その求め方を考えよう

としていた。 

 

◎柱体，錐体，球の体積に関心

をもち，その求め方を既習の内

容と関連づけて考えようとして

いた。 

◎錐体の体積が柱体の体積の  

 

であることに関心をもち，実験

や模型の観察を通して確かめよ

うとしていた。 

○実験などをもとに，柱体，錐

体，球の体積の求め方を考える

ことができた。 

◎柱体，錐体，球の体積の求め

方を，既習の内容と関連づけて

考えることができた。 

◎柱体，錐体，球の体積の求め

方を，工夫して考えることがで 

 

きた。 

 

 

 

○柱体，錐体，球の体積を求め

ることができた。 

 

 

◎柱体，錐体，球の体積を正確

に求めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

○柱体，錐体，球の体積の求め

方を理解していた。 

 

 

◎柱体，錐体，球の体積の求め

方を，既習の内容と関連づけて

理解していた。 

 

 

○小１～４年 

・球 

・直方体や立方体の見

取図、展開図 

・直方体や立方体の面

や辺の位置関係 

○小５～６年 

・体積の意味 

・直方体や立方体の体

積 

・角柱、円柱 

・角柱や円柱の体積 

②立体の表面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・角柱や円柱の表面積 

・角錐や円錐の表面積 

・球の表面積を学ぼう 

 

 

 

 

 

 

○柱体，錐体，球の表面積に関

心をもち，その求め方を考えよ

うとしていた。 

◎柱体，錐体の表面積に関心を

もち，その求め方を既習の内容

と関連づけて考えようとしてい

た。 

◎球の表面積の求め方に関心を

もち，実験や模型の観察を通し

て確かめようとしていた。 

○実験などをもとに，柱体，錐

体，球の表面積の求め方を考え

ることができた。 

◎柱体，錐体，球の表面積の求

め方を，既習の内容と関連づけ

て考えることができた。 

◎柱体，錐体，球の表面積の求

め方を，工夫して考えることが

できた。 

○柱体，錐体，球の表面積を求

めることができた。 

 

◎柱体，錐体，球の表面積を正

確に求めることができた。 

 

 

 

 

 

○柱体，錐体，球の表面積の求

め方を理解していた。 

 

◎柱体，錐体，球の表面積の求

め方を，既習の内容と関連づけ

て理解していた。 

 

○小１～４年 

・球 

・直方体や立方体の見

取図、展開図 

・直方体や立方体の面

や辺の位置関係 

○小５～６年 

・角柱、円柱 
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７章 資料の整理と活用（14 時間）  
 
◇目標  (1) 様々な事象についての資料を収集して整理したり，その傾向を読みとったりすることに関心をもち，それらを活用して考えたり判断したりしようとする。 
     (2) 資料の散らばりと代表値で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりするこ  
       とができる。 



     (3) 資料を表やグラフに整理したり，代表値を求めたりすることができる。 
     (4) ヒストグラムや代表値や相対度数の必要性と意味および誤差や近似値の意味を理解することができる。 
 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

３ 

 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 節 ． 資 料 の 整 理   

    (７時間) 

①度数の分布 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

・範囲の意味 

・階級，階級の幅，度
数の意味 
・資料を度数分布表に
表し，その傾向を調べ
ること 
・度数分布表をヒスト
グラムや度数折れ線に
表し，資料の傾向を読
みとり説明すること 
・相対度数の意味 
・相対度数を用いて，
２つの資料の傾向を比
較すること 

○ヒストグラムや相対度数に関

心をもち，それらを用いて資料

を整理し，その傾向を読みとろ

うとしていた。 

 
◎ヒストグラムや相対度数を用
いて，状況に応じて資料の整理
のしかたを工夫したり，その傾
向を読みとろうとしたりしてい
た。 

○ヒストグラムや相対度数など

をもとに，資料の傾向を読みと

ることができた。 

 
 
◎ヒストグラムや相対度数など
を用いて，状況に応じて資料の
傾向を読みとり，それを数学的
に表現したり説明したりするこ
とができた。 

 

○資料をヒストグラムに表す

ことができた。 

 
 
 
◎資料をヒストグラムに正確
に表すことができた。 

 

 

○範囲の意味を理解していた。 

○ヒストグラムや相対度数の
必要性と意味を理解していた。 
 
 
◎ヒストグラムや相対度数を
用いて，状況に応じて資料の整
理のしかたを工夫したり，その
傾向を読みとったりする方法
を理解していた。 

 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中２年 

・確率 

○中３年 

・標本調査 

・標本調査の活用 

 

②代表値 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・代表値の必要性と意
味 
・代表値としての平均
値の意味 
・階級値を用いた平均
値の求め方 
・中央値，最頻値の意
味 
・同じ資料を，階級の
幅を変えて，その傾向
を読みとること 

○資料の傾向に関心をもち，代
表値の必要性と意味を考えよう
としていた。 
 
 
◎資料の平均値，中央値，最頻
値を調べ，その傾向を読みとっ
たり判断したりしようとしてい
た。 
◎階級の幅を変えて，状況に応
じて資料を整理し，その傾向を
読みとろうとしていた。 

○代表値を用いて，資料の傾向
を読みとることができた。 
 
 
 
◎代表値をもとに，資料の傾向
を論理的に考察し表現したり，
その過程を振り返って考えを深
めたりすることができた。 
 

 

○資料の代表値を求めること
ができた。 
○相対度数を用いて，資料を整
理することができた。 
 
◎仮平均を用いるなど，代表値
を工夫して求めることができ
た。 
 
 

 

○平均値，中央値，最頻値の意
味を理解していた。 
 
 
 
◎平均値，中央値，最頻値の必
要性と意味を理解していた。 
◎同じ資料でも，階級のとり方
によってヒストグラムの形状
が変わることがあることを理
解していた。 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中２年 

・確率 

○中３年 

・標本調査 

・標本調査の活用 

③累積度数 
 
 
 
 
 
 

 

 １ 
 
 
 
 
 
 
 

 

・累積度数の意味 
・累積相対度数の意味 
 
 
 
 
 
 

 

○累積度数や累積相対度数に関
心をもち，それらを用いて資料
を整理し，その傾向を読みとろ
うとしていた。 
◎累積度数や累積相対度数を用
いて，状況に応じて資料の整理
のしかたを工夫したり，その傾
向を読みとろうとしたりしてい
た。 

○累積度数や累積相対度数など
をもとに，資料の傾向を読みと
ることができた。 
 
◎累積度数や累積相対度数など
を用いて，状況に応じて資料の
傾向を読みとり，それを数学的
に表現したり説明したりするこ
とができた。 

○累積度数や累積相対度数を
求めることができた。 
 
 
◎累積度数や累積相対度数を
正確に表すことができた。 
 

 

〇累積度数や累積相対度数の
意味を理解していた。 
 
 
◎累積度数や累積相対度数を
用いて，状況に応じて資料の整
理のしかたを工夫したり，その
傾向を読みとったりする方法
を理解していた。 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中２年 

・確率 

○中３年 

・標本調査 

・標本調査の活用 

④ことがらの起こりや 
すさ 
 

 

 ２ 

 

・多数回の実験 
・確率の意味 

 

 

 

○さいころの目の出方などの不
確定な事象に関心をもち，その
起こりやすさを調べようとして
いた。 
 
◎実験の回数とあることがらの
起こる相対度数の関係を意欲的
に調べ，ことがらの起こりやす
さを数で表すことについて考え
ようとしていた。 

○同一条件で多数回の試行を行
うと，あることがらの起こる相
対度数が，ある一定の値に近づ
いていくことに気づくことがで
きた。 
◎不確定な事象の起こる程度を
数で表すことのよさに気づくこ
とができた。 
◎確率を使って，不確定な事象
の起こりやすさの傾向をとらえ
説明することができた。 

○実験の結果からあることが
らの起こる相対度数を求め，そ
れを表やグラフに表すことが
できた。 
○実験や調査などの結果から，
あることがらの起こる確率を
求めることができた。 
 
◎実験や調査などの結果を整
理して，正確かつ能率的に確率
を求めることができた。 

○確率の必要性と意味を理解
していた。 
○同様に確からしいことの意
味を理解していた。 
 
 
 
◎具体的な事象と関連づけて，
同様に確からしいことの意味
を理解していた。 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中２年 

・確率 

○中３年 

・標本調査 

・標本調査の活用 
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２ 節 ． 資 料 の 活 用   
    （３時間） 
①資料の活用 
 
 
 
 
 
 

 

 ３ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・資料の傾向をとらえ，
その結果をレポートや
ポスターにまとめるこ
とができる 
 
 
 
 
 

 

○ヒストグラムや代表値，相対
度数 
 などを用いて，資料の傾向を
とらえることに関心をもち，そ
れを説明しようとしていた。 
 
 
◎資料の傾向をとらえ説明する
ことに関心をもち，資料を活用
して数学的に問題を解決しよう 
としていた。 

○問題を解決するために，ヒス
トグラムや代表値、相対度数な
どを用いて，資料の傾向をとら
え説明することができた。 
 
 
◎資料からその傾向を読みと
り，自分たちのこれからの行動
や目標などについて，数学的に
判断することができた。 

○問題を解決するために，ヒス
トグラムや代表値，相対度数な
どを用いて，資料を整理するこ
とができた。 
 
 
◎問題を解決するために，ヒス
トグラムや代表値，相対度数な
どを用いて，資料の傾向を読み
とることができた。 

○ヒストグラムや代表値，相対
度数などを用いて，資料を整理
し，その傾向をとらえていく手
順を理解していた。 
 
 
◎ヒストグラムや代表値，相対
度数などを用いて，資料を整理
し，問題を解決する手順を理解
していた。 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中２年 

・確率 

○中３年 

・標本調査 

・標本調査の活用 
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